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   第 1 章　 事業の概要
１－１　事     業     名
平成28年度「成長分野等における中核的専門人材養成等の戦略的推進事業」
『混合教育（インクルーシブ教育）の教育効果の実証と普及・啓発及び発達障害など特別に
配慮が必要な生徒が学ぶための教育カリキュラムの開発・実証事業』

１－２　事業の概要
 全国の高等専修学校の多くが、発達障害等特別に配慮が必要な生徒の受け入れをしており、その
教育支援について困惑している状況がある。また、昨年度本校が大岡学園高等専修学校の事業と連
携して実施した教育支援体制に関する実態調査から、当該生徒は障害のない生徒と同環境で学んで
いる現状であることが把握できた。本校は、これまで発達障害のある生徒が障害のない生徒と同環
境の中で日常的な交流を通して学ぶことによって、双方に教育効果をもたらす混合教育を実践して
きた。正に、本校の取り組みを他校に提供することが有効であると確信するに至った。本事業では、
本校で実践している混合教育の教育効果について実証し、教育実践記録の取りまとめ、教育モデル
カリキュラムの開発等を行い、広く全国の高等専修学校をはじめとする教育機関に普及させていく
ことを目的とする。さらに、教育界においてインクルーシブ教育の重要性が叫ばれる中にあって、
本校が取り組む混合教育を広く発信することにより、社会における障害ある人への理解推進、ノー
マライゼーション実現に向けての一矢となるよう取り組んでいくものとする。

１－３　事業の背景
    全国高等専修学校協会が実施した「高等専修学校の実態に関するアンケート調査」報告書から
高等専修学校における発達障害のある生徒及び特別な支援措置の必要な生徒を合わせると、平成
27 年度は12.6％、平成26年度は14.0％を占めるという結果が出ている。平成 21年 3月に実施し
た調査（通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査）に
よると、中学 3 年生のうち発達障害等困難のある生徒の割合は、2.9% であり、そのうち 75.7% が
高等学校に進学するとのデータがある。つまり、高等学校に進学する発達障害等困難のあるとされ
た生徒の高等学校進学者全体に対する割合は約 2.2％となる。つまり、高等専修学校は、高等学校
の約 6倍に相当する発達障害等の生徒たちの受け皿になっている実態が見えてくる。
   また、昨年度本校で推進した「発達障害のある生徒等、特別に配慮が必要な生徒が学ぶための教
育カリキュラム等の開発　～職業教育と混合教育の成果～」事業において、大岡学園高等専修学校
との連携で「発達障がいのある生徒の受け入れの現状及び教育支援体制に関する実態調査」を全国
高等専修学校協会会員校（203校）対象に実施した。その中で、発達障害のある生徒及び特別に配
慮が必要な生徒の受け入れをしている学校が 72.9％、発達障害のある生徒及び特別に配慮が必要
な生徒が障害のない生徒と同環境で学んでいる学校が 96.2％であることがわかった。また、同環
境下で学ばせているメリット、デメリットについても調査したところ、メリットとして発達障害の
ある生徒と障害のない生徒双方に教育効果があるとの記述が多く、正に教育界で叫ばれているイン
クルーシブ教育の効果と言われる回答が得られた。高等専修学校は、以前より高等学校では学びに
くい、不登校経験、いじめられ経験、学習に躓いて自信を失っている生徒をはじめ、様々な成育歴
や個性のある生徒の受け入れをして、当然のごとく同環境の中で教育を推進してきている。故に、
発達障害のある生徒及び特別に配慮が必要な生徒においても当然のように同環境で受け入れるこ
とができる素地ができているようにも考えられる。一方デメリットについては、当該生徒の学習
支援、生活支援の難しさ、特に一斉指導の中における個別支援の難しさをあげる回答が多かった。
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■スキルアップ 
●発達障がいとは 








































